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19 特集 1 。 
ザ ・ 新 人 研修 ! 《 ボ ー ド 設計 編 》 V 


初心 者 が ぶつ か る 知識 の 壁 , 概念 の 壁 , 道具 の 壁 


20 | 1 章 ボー ド 設 計 の 世界 へ よう こそ ! 
ーー 新人 技術 者 に 必要 な 最低 限 の 知識 と 業界 動向 
嶋田 茂 晴 
29 | 2* ボー ド 設 計 の 和 識 "." 拉 
ー 一 総合 的 な 視野 に 設計 の すす め 
坂田 秀幸 
35 | 第 3 埋 シミ ュ レ ーション と 現実 世界 の 違い を 理解 する 
シミ ュ レ ーション 値 と 実測 値 が 一 致し な い 理 由 は か な ら ず ある 
金子 俊之 
41 | 第 4 章 ボー ド 設 計 の 道具 を 理解 する 
ーー 基板 技術 の 動向 と CAD シス テム の 変遷 
前 田 真一 
50 | 第 5 章 ボー ド 設 計 の 現場 で ぶつ か る 「 こ と ば ] を 理解 する 


ーー 実装 技術 , プリ ント 基板 技術 の 業界 用 語 解 説 
福田 昭 


59 特集 2 
ディ ジタル FM レシ ー バ 設計 の トラ イ & エ ラー 
ン 2 Wave 設計 コン テス ト 2005 入賞 デザ イン 
60 上 第 1 章 ディ ジタル FM レシ ー バ 設計 の ポイ ント 


ーー Design Wave 設計 コ ン テ ス ト 2005 総評 
和田 知久 , 林 輝彦 


第 2 章 FM 信号 の 特性 を と ら え て シン プル な 回 路 方 式 を 考案 


ーー Desiqgn Wave 設計 コン テス ト 2005 Professional 部 門 第 1 位 
山本 健児 , 横田 雅也 


第 3 章 cos テー ブル の 線形 補間 と ロー パス ・ フ ィ ル タ の く ふ う 
ーー Design Wave 設計 コン テス ト 2005 Student 部 門 第 1 位 


チー ム スー パー 最 志 小川 陽太 , 若林 秀明 ) 
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テス ト ベ ンチ と 階層 構造 


Oo4 | SystemC に よる ビヘイビア 合成 入門 (第 6 回 ) 
桜井 至 


講 | 100 | 内 計 に 即 し た 車載 LANTFlexRay』 仕 様 解説 (第 2 回) 
アレ ー ム ' フォ ー マ ッ ト 
座 佐藤 道夫 
133 1 も う 一度 学ぶ 電 詳 気 学 の 世界 (第 12 回 ) ー 
13.56MHz RFID の 実際 aW 
小暮 裕明 


7 マル チ プ ロ セ ッ サ LSI に 適し た オン チッ プ ・ ネ ットワーク 科 
ーー ダイ レク ト ・ デ ー タ フロ ー・ イ ンタ ー コ ネ ク ト 


東原 朋 成 
解 | 108 』 ミッ クス ト ・ シ グ ナ ル LSI テス タ 技 術 の 基礎 (前 編 ) 品 
_ ーー シス テム LSI の 品質 ・ 信 頼 性 を 保証 する た め の 量 朋 技 術 

説 小室 貴紀 。 小林 春夫 酒 寄 寛 , 光 野 正志 


ー 一 待つ た な し ! SOC & SiP の 熱 対 策 
中 島 宏文 


120 | 電子 機器 開発 者 の た め の 半 導体 パソ ツ ケー ジ 熱 設計 入門 了 蘭 | 冊 


Column 情報 
5Z 派手 な ロボ コン , 地味 な ロボ コン 18 読者 プレ ゼン ト 
It 142 新 製品 ・ 新 技術 ・ 業 界 情報 な ど 
58 書評 [SystemVerilog に よる LSI 設計 」, = 四 
「SystemVerilog Assertions Handbook」 財 可 内 給 開 8 
赤星 博 輝 146 次 号 予 告 ・ 編 集 後記 
118 プレ ゼン テー ショ ン 能 力 
東原 朋 成 
141 ビッ ト ・ フ ィ ー ル ド 今月 の 表紙 
魚 島 正裕 Ravizza の タイ プラ イタ (Cembalo Scrivano) 
弁護 士 だ っ た 
Giuseppe Ravizza 
( イタ リア , 1811 年 
て 1885 年 ) は , し 
編集 中 山 俊一 / 西 野 直 樹 / 山 懸 妙子 / 谷 智美 平岡 志 廣 子 ご と 上 の 必要 性 か 
広告 佐藤 英司 / 藤 原 悦 子 ら 文字 書き 機械 の 


Art Direction&Design クニ メデ ィ ア (株 ) 発明 に 取り 組み , 


笹沢 記 良 / 鈴 木 亮 太 / 佐 藤 美穂 子 / 池 田 靖 / 菊 池 篤 賜 / 坪 田 卓 洋 1855 年 に この 

本 文 イ ラス ト 佐藤 デザ イン ルー ム 佐藤 重 / 鎌 田 聡 Cembalo Scrivano 
表紙 デザ イン AD( 株 ) グラ ムシ / 田 中 智 康 / 菊 地 博 則 ( 文字 書き チェ ン バ 
PHOTO_@WORLD PHOTO SERVICE ロ ) と 呼ば れる 初期 

の タイ プラ イタ を 


ここ 考案 し , 特許 を 取 
デバ イス の 記事 回 シス テム の 記事 得 し た . この タイ プラ イタ は , チェ ン バ ロ の か ぎ 盤 を 模 し 
( 集積 回 路 。 電 子 部 品 な ど ) 実装 技術 , ノ イズ な ど ) ( 組み 込み 機器 , ソフ トウ ェ ア な ど ) た 31 個 の キー が 配列 され , イン ク を 浸し た リボ ン を 装着 し , 
ーー 紙 に 印字 する し く み に な っ て いた . 文字 書き 機械 は 欧州 各 
本 誌 Web サ イト に 上 ビギナー ズ 向 け の 記事 地 で 多く の 発明 者 に よっ て 考案 され 続け , 1874 年 に 
関連 デー タ あ り の Remington & Sons 社 に よっ て 工業 製品 化 さ れ た . ミラ ノ , 

講座 シス テム [SI 検証 技術 入門 」「 こと か ら 始 め る アナ ディ ジ 混載 設計 」 は お 休み させ て いた だ きま す . 4220BU NR 


